
平成２５年度 1 年間で、 

定時制で回収したペットボトルキャップを、 

イオン九州様に贈呈してきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本で１年間に、どれくらいのペットボトルが消費されていると思いますか？その数は、「200

億本」ともいわれます。そのペットボトルのキャップは、「燃えるゴミ」として焼却されるか、「燃え

ないゴミ」として埋め立てられます。そんなキャップに目をつけたのがこの取り組みです。 

ペットボトルのキャップ収集事業により、キャップをゴミとして焼却処分するのではなく、再資

源化を促進することで、焼却処分に伴うＣＯ２の発生を抑制し、「地球環境を改善する」、併せ

て、キャップの再資源化で得た売却益をもって「世界の子どもたちにワクチンを寄贈し救済する」

などに寄与することを目的としています。 

今年度は定時制生徒会の重点取組「ECO 活動」の一環でこの活動に取り組みました。今回

贈呈したペットボトルキャップは、イオン九州を通じて、その対価が「認定ＮＰＯ法人  世界の子

どもにワクチンを日本委員会（ＪＣＶ）」に寄与され、予防接種を受けられない発展途上国の子

どもたちを一人でも多く救うために使用されます。  

定時制生徒会・生徒指導部環境係   



 


